
あきつ会卒業６０周年記念式典・あきつ会総会 
令和５年１０月１０日 

次  第 

  開会の辞 
  物故者読み上げ 黙祷 
  あきつ会会長挨拶 
   来賓紹介・挨拶  小野 朋士先生 
   スピーチ     高津 聖志さん 
   報告 Ⅰ     あきつ会報告 
      Ⅱ     あきつ会収支報告 
   審議 Ⅰ     あきつ会今後の活動について 
      Ⅱ     ６０周年記念誌について 
  校歌斉唱 
  閉会の辞 
 
記念撮影  式典終了後 能舞台 
    ２回に分けて撮影します。  
     １回目は名札の右下が青 
     ２回目は名札の右下が赤 
 
６０周年の宴 開宴  17：00 
  １次会  閉宴  19：00 
  日帰り参加者送迎バス出発  19:15 頃 
引き続いて ２次会  19：30 より 



物故者リスト（５０周年以降没年昇順） 31

没年月日 姓 名 旧姓 姓 読み 名 読み 旧姓 読み

2013/09/09 大橋 勝也 おおはし かつや

2013/12/17 土屋 進 つちや すすむ

2014/03/31 矢嶋 秀俊 やじま ひでとし

2014/04/24 矢崎 勝則 やざき かつのり

2015/03/18 三澤 偉夫 みさわ いさお

2016/06/13 伊藤 直彦 いとう なおひこ

2016/06/22 百瀬 茂樹 ももせ しげき

2017/10/29 逢沢 國晃 あいざわ くにあき

2017/11/30 両角 千江子 もろずみ ちえこ

2018/01/02 中村 一紀 なかむら かずき

2019/01/09 百瀨 育治 ももせ やすじ

2019/02/16 犬飼 健 いぬかい けん

2019/03/09 小口 勝彦 おぐち かつひこ

2019/04/14 奥原 浩史 おくはら ひろし

2019/11/** 藤牧 渡 ふじまき わたる

2020/02/01 島村 次朗 川口 しまむら じろう かわぐち

2020/06/18 中島 正敏 なかじま まさとし

2020/08/04 荻原 勝昭 おぎわら かつあき

****/**/** 五十嵐 俊一 いがらし しゅんいち

2020/10/03 中田 義一 なかた ぎいち

2021/03/13 小野 彪 おの たけし

2021/03/29 武井 経憲 たけい つねのり

2021/10/15 山浦 寿 やまうら ひとし

2021/11/30 山本 勝彦 やまもと かつひこ

2022/03/11 中嶋 正廣 なかじま まさひろ

2022/08/01 清水 漠 しみず ひろむ

2022/08/23 村澤 健吾 むらさわ けんご

2023/01/09 藤澤 嘉正 ふじさわ よしまさ

2023/05/** 中村 栄子 倉田 なかむら えいこ くらた

2023/08/04 村田 順 村上 むらた じゅん むらかみ

2023/08/13 深沢 弘康 ふかざわ ひろやす
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「第 15 回あきつ会」卒業６０周年記念事業式典に臨んで 
私達は昭和３８年、１９６３年３月に長野県松本深志高校を卒業しました。 

本日ここに恩師の小野先生をお迎えして卒業６０周年記念式典を迎えることが出来

ましたことを心より嬉しく思います。 

４１３名の仲間と共に卒業しました。9 月末までの事務局で把握しております物

故者の皆さんは７８名となっており、この１０年で３１名の仲間を失っております。 

３３５名の皆さんと共に６０年を迎えることが出来、本日の出席者は５６名です。 

さてここで、この６０年を振り返ってみます。 

入学の年１９６０年（昭和３５年）に、私達は６０年日米安保争議の国会審議の

混乱に抗議しまして、当時の岡田校長先生を先頭に、恩師の皆様と共に、市中行進

を経験しました。 

卒業の年１９６３年（昭和３８年）１１月にはケネディアメリア大統領の暗殺事

件があり、次の年１９６４年（昭和３９年）には東京オリンピックが開催されまし

た。 

あれから５７年後の２０２１年に、生涯２度目の東京オリンピックが開催されま

した。何らかの因縁を感じます。 

卒業１０年後の１９７３年（昭和４８年）には第１次石油ショック 

卒業２０年後の１９８３年（昭和５８年）には東京ディズニィーランドの開園、 

そして１９８９年（昭和６４年）１月には昭和天皇が崩御し平成と変わりました。 

卒業３０年後の１９９３年（平成５年）には細川内閣が成立し政権交代。 

１９９４年（平成６年）４月には松本サリン事件、そして翌年の１９９５年には

地下鉄サリン事件と阪神大震災が発生しております。 

卒業４０年後の２００３年（平成１５年）にはイラク戦争が始まりました。 

卒業５０年後の２０１３年にはアベノミクスで日銀の異次元金融緩和が始まり、

現在まで続いております。 

この６０年の中で最も記憶に残っていることは、２０１１年（平成２３年）３月

１１日の東日本大震災と、福島原子力発電所爆発事故です。更には２０２０年から
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のコロナ感染パンデミックです 

人とのつながりの変革を否応なく体験しました 

この６０年の中で私達は、 

１９６５年からの第２期高度成長期、 

１９７３年からの安定成長期 

１９８６年からのバブル期、 

１９９１年のバブル崩壊とその後のデフレの継続とコロナ感染で、いわゆる失われ

た３０年＋アルファを実感しました。 

こうして振り返りますと、私達個人個人が大きな波のうねりの中で揉まれもまれ

ながら、６０年間を留まることなく進んできました。 

次に「第１５回あきつ会」の歴史を振返ってみます。 

卒業２０周年には、名簿を発行しております。この時代には紙ベースの名簿につ

いてはプライバシー保護等、何の問題もありませんでした。 

卒業３０周年は、松本音文で恩師、同窓会長、学校長を招いて記念式典と丸山亮

作品コンサートを行うと共に、写真集を発刊しました。 

卒業４０周年には、母校の講堂で、恩師、同窓会長、学校長を招いて記念式典と

記念講演を行った後、会場を移して「環境問題」「老後の生き方」「教育・モラル」

等をテーマとした車座トークを開催しました。また後日「蜻蛉ヶ丘に集いて」と題

した記念誌を発刊しました。 

５０周年には「尚学塾」ということで、午前中に我々の同期生１３人の経緯豊富

な皆さんが講師となり、教室で在校生に対して講義授業を行い、午後は教育会館で

恩師、同窓会役員、学校長を招いて記念式典を行いました。 

尚学塾の講義の内容、式典、懇親会の様子をＣＤにて作成し皆さんにお配りしま

した。 

３０年、４０年、５０年にはそれぞれ学校への支援金の贈呈も行いました。 

今回は支援金の贈呈は計画しませんでした。 
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五木寛之は「林住期」という本の中で、インドでは人生を「学生期」、「家住期」、

「林住期」、「遊行期」の４つに分けて語っております。 

人生１００年の今私達は、「林住期」を過ぎ、７５歳から１００歳の「遊行期」と

言う第４の人生の季節の中に進んできました。 

「遊行期」は人生の最後を積極的に生きる事を意味しています。 

森羅万象とこの世の真理を知り、物質世界の煩悩を離れた生き方を示唆していると

思います。日常生活から解放されて自由に生き、遊びの感覚で精神的に放浪したい

ものです。(どなたかのブログからお借りしました) 

本来の自分を見つめ、心が求める生き方をして、感謝の心をもって改めて家族や

友との理解を深めようと思います。 

ところで先日深志同窓会の役員会に出席した際に凄いことを知りました。 

我々の１１年先輩の第４回生昭和２７年３月卒業の皆さんが、２０２２年9 月に

７０周年記念事業を実施し、８０万円の母校支援寄付をしていることが判りました。

驚くべきことです。 

先に逝っている友には，もう暫く待っているようにお願いして、心行くまで自分

の時間を生きて行こうではありませんか。静かに「遊行期」を迎え、１０年後に再

会しましょう。 

 

小野先生ありがとございました。 

実行委員の皆様ありがとうございました。 

この６０年間「第１５回あきつ会」を長い間支えて頂きました皆さんに改めてお

礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 

６０年間「第１５回あきつ会」を支えて頂きました、事務局長の金岩博司さん、

事務局を支えると共に同期の皆さんの情報交換の場であるホームページの維持管理

を続けて頂きました伊藤光幸さん、事務局でいろいろな記録を残すと共に、２０，

３０，４０，５０周年記念の文集作成に尽力して頂きました百瀬武さん、そして初
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期からあきつ会の基礎を作って頂きました竹川進一さんに改めてお礼を申し上げた

いと思います。 

本当にありがとうございました。 

皆さん拍手を以ってこのご苦労にお応えください。 

ありがとうございました。 

私の挨拶を終わります。 

 



第１回あきつ会卒業６０周年記念実行委員会 令和４年１０月１５日 

あきつ会通信 令和５年８月１日 

 令和５年１０月１０日  

    あきつ会卒業６０周年記念集会を開催します。 

 

首都圏あきつ会 

令和 2年～令和 4年  3年連続で中止 

 

あきつ会松本月例会 

 令和 2年 開催８回 

1月 特別例会：17名  2月：6名  6月：8名  

   7月：7名  9月：7名  10月：8名  11月：7名 

   12月：6名 

 令和 3年 開催３回 

   10月：10名  11月：9名  12月：6名 

 令和 4年 開催 6回 

    7月：4名  8月：6名+1名  9月：5名 

    10月：実行委員会 10名+リモート 2名 

    11月：5名  12月：7名 

 令和 5年 ９月まで 開催９回 

    1月：7名  2月：袖山さん送別会 12名＋1名 3月：5名 

  4月 7名 5月：10名  6月：6名 ７月：６名 ８月：９名 

９月：７名 



あきつ会活動報告 
令和 2年～令和 4年  3年連続 あきつ会総会は中止になりました。 

あきつ会通信でたどってみます。 

あきつ会通信 令和２年７月１０日 

 令和２年度あきつ会総会及びゴルフ会は新型コロナウイルス感染症の 

東京方面で再び急増により東京都による「東京都民は不要不急の他県へ

の異動自粛」の要請のため、開催を延期します。 

あきつ会通信 令和３年４月３０日 

 新型コロナウイルス感染症第４波 お見舞い申し上げます。 

８月１４日 総会を企画するも中止 

あきつ会通信 別冊 令和３年５月 

 総会の代わりに「皐月のたより」を寄せてもらいました。４０名 

あきつ会通信 令和３年７月１０日 

 コロナワクチンの接種はお済でしょうか。 

総会は中止 

あきつ会通信 別冊Ⅱ 令和３年８月 

 あきつ会  「夏のたより」 ６名の方 

あきつ会通信 令和３年９月１０日 

 １０月延期開催を予定しておりました令和３年度あきつ会総会はコロ

ナの感染拡大のため、中止いたします。 

あきつ会通信 令和４年７月１０日 

 令和４年度あきつ会総会は中止とします。 

 あきつ会６０周年にむけて ５１名投稿 



深志１５回あきつ会ホームページ

表示内容
事務局からの連絡 会員からの連絡（各種会合開催の連絡・情報連絡など）
事務局へのメール 会員からＨＰ事務局へのメール（短文・長文の２方法紹介）
創立140周年記念　 深志高校創立１４０周年の状況
卒業６０周年記念 あきつ１５回卒業６０周年の記念行事・追加編集予定
卒業５０周年記念 あきつ１５回卒業５０周年の記念行事の結果
同期会・同窓会 同級会・同窓会の結果表示（開くにはパスワードが必要）
会員近況報告 住所変更などの近況報告
会員近況（訃報） ２０２３年２月から上記の近況報告から分離
ページ更新履歴 ＨＰの更新履歴
掲示板(管理者記載) 会員＆深志高校の新聞記事内容を掲載
夏季総会 夏季総会の結果報告
首都圏あきつ会 首都圏あきつ会の結果報告
松本地区月例会 松本地区月例会の結果報告
画面キャプチュア キリ番達成者がアクセスカウンターの証拠写真を撮す方法
あきつ１５図書館 会員の書籍の紹介
あきつ１５写真館 会員の撮影写真の紹介
会員作品投稿 俳句・俳句の季語・短歌・川柳・自由投稿
リンク集(会員・深志) 会員のホームページへリンク＆深志高校同期会のＨＰ紹介
メール登録者一覧 メール登録者の氏名表示（更新を怠っている）
新まつもと物語 市民が作る松本市公式観光サイトへのリンク
信毎Ｗｅｂ 信濃毎日新聞Ｗｅｂ版（無料）へのリンク

http://www.go.tvm.ne.jp/~akitsu15/





あきつ会卒業６０周年記念集会にあたり事務局よりあきつ会の今後について、６つの

提案をします。 

① 今後のあきつ会について６０周年記念集会を区切りとして活動を見直し、今総会

を最終総会とします。 

② あきつ会年会費の徴収は令和５年度を最後とします。 

令和２年より３年間あきつ会は総会を開けませんでした。 

③ 松本のあきつ会月例会と首都圏あきつ会は有志の集まりとして継続いたします。

それぞれのゴルフ会も同様です。首都圏あきつ会への通信費補助は資金の範囲内

で継続します。 

④ 「あきつ会通信」と「あきつ会ホームページ」はあきつ会の残余金の範囲で継続

します。継続を望む有志の寄付があれば、出来る限り継続してお届けしたいと思

います。 

⑤当面、あきつ会事務局とHP事務局、ゆうちょ銀行の口座は維持します。 

⑤ あきつ会解散時（時期不明）残余金があれば深志同窓会に寄付します 

 
 
なお、発行を予定しております、６０周年記念誌については刊行時に２０００円程の

代金をご負担していただきたいと思います。 



記念誌の概要（案）

サイズ Ａ４サイズ縦

表表紙 タイトル＆深志高校の写真

裏表紙 教育会館の写真

ページ数 １６０ページを予定

集合写真 カラー 会場の写真撮影の場所が狭いので２組に分けて撮影する

　上半分に写真、下半分に氏名

スナップ写真 カラー

挨拶文

小野先生寄稿文 　モノクローム

高津さん寄稿文

会員投稿文 投稿がなかった人については名簿に記載されている下記項目の表を表示する

住所は原則として都道府県は省略し、市のすぐ下の町名までを記載するが

番地は記載しない（個人情報保護に合致の範囲）

　　郡・町・村の場合のみ都道府県を記載する

投稿があった人については上記の表に続けて「タイトル」＆投稿文

「タイトル」 太字（Bold)

投稿文・・・・・・・・・・・・・・・・・

姓(旧姓)名 卒業時のクラス 簡略住所 部活動

姓(旧姓)名 卒業時のクラス 簡略住所 部活動





宿泊者 29 日帰り者 28

氏 名 旧姓 宿泊 氏 名 旧姓 日帰り

青木 TADA 1 石原 SHIGE 小原 1

赤澤 KYOU 岩原 1 伊藤 TSUYO 1

蟻川 NORI 1 今井 HIRO 1

伊藤 MITSU 1 植原 TETSU 1

伊藤 MINO 1 荻原 YOSHI 1

大原 GORO 1 小口 TOMO 1

小澤 MUNE 1 中田 KIN 1

小野 ISA 1 鴨居 HIRO 1

金岩 HIRO 1 北川 KEN 1

吉川 KATSU 桐山 1 鴻田 YASU 下條 1

久保寺 ISA 1 佐藤 FUMI 1

小松 NAGA 1 関 KIWA 水上 1

島 RIE 和田 1 関 TSUNE 杉山 1

白澤 MASA 1 袖山 HIRO 1

杉下 KATSU 1 高津 KIYO 1

田村 MASA 1 中越 SHIN 1

知野 KAZU 1 福島 MOTO 1

堤 TOKU 1 藤野 YUU 1

戸谷 HIRO 宮沢 1 星野 KEN 1

等々力 YASU 1 細野 KUNI 1

名小路 AKI 1 堀内 TADA 1

新村 TOSHI 1 松尾 HIRO 1

原 HIRO 1 松本 TAKA 1

降旗 KATSU 1 丸山 TAE 久保内 1

降籏 SOU 1 丸山 RYO 1

丸山 AKI 1 森田 AKI 1

宮下 NAO 甲斐 1 吉澤 KUNI 1

百瀬 TAKE 1 米窪 KEN 1

百瀬 MASA 1



校歌
松原　威雄　作詞
岡野　貞一　作曲
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